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     The fact that costumes  have a  close  relationship  to the structure  of  a  society  of  a
particular time  is undisputed.  Therefore, in order  to understand  our  present costume  style
better we  should  study  the 19th century,  a  period of  scientific and  dramatic history, In
England, the Industrial Revolution began in the latter half of  the 18th centurY,  and  ended
by the time'of the Second French Empire in the 19th century.  It brought all kinds of
innovations to industry and  commerce.  The  actual  course  of the Industri,al Revolution was
led by  advances  made  in the textile industry. This indicates the primary  importance of
clothing  manufacturing  to the society  at  that time.
     Mass  production of  high quality products at  lower prices had now  become possible
due to various  inventions and  subsequent  improvements  in weaving  and'  sewing  machines,
as  well  as  concurrent  developments in trade circulation  influenced sewing  styles and
ornamentatlon.
     The  dress presented here has been reproduced  as  faithfully as  possible from an
article  written  by Akiko Ota and  Atsuko Miyoshi in tDresstudy'  magazine  called
"Machine-Made
 Lace'of the  1870' s  "  (Spring 1987 pp16-21) 
'.
 To  use  ].ace and  ribbon  as
freely as  the more  common  materials  was  unthinkable  in the  days  of  hand  manufacture.  In
this example,  68.6 metres  from five kinds of  lace have been used,  with  widths  ranging  from
lcm  to 8cm. There is also  17.4metres of  three kinds of  ribbon.  The  main  dress material  is
15metres of organdie  linen, 92cm  wide.  The  techniques and  designs made  possible by the'
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1． 緒 言
　服装 は その 時代 の 社会体制 とは密接 な関係 にある こ とは衆知の とお りで あ る 。 19世 紀に起 っ
た事柄は、それ らの ほ とん ど の こ とが 20世紀へ の 出発点 で あ り、基礎 に な っ て い る とい わ れ 、
多くの もの 、事柄が 変化 し、 発展 しなが ら現代 まで継続 され て い る 。 今 日の 私達の 服装 に つ い
て も例外で は な く現代 に通 じるもの が 多 くあ り、 ヨ ー ロ ッ パ 、特 に フ ラン ス の 服装 に関 して正
し く理 解するため に も、 科学 と歴史 の 世紀で ある19世紀 に 着 目しなければな らない 。 18世紀後
半の イギ リス に端 を発 した産業革命が、19世紀の 第二 帝政時代 （ナ ポ レ オ ン 3世 ）に完成 し、
こ の 時期に技術、工 業、商業上 に大きな革新をもた らした 。その 産業革命 の 発端が 、飛び梭 の
発 明や紡 織機 、 力織機の 発 明 な ど 、 繊維 織物産業で あっ た と い うこ とは、当時の 社会 に とっ て
い かに衣生活が重要 な地位 を占めて い たか をうかが わせ る。さ らに ミシ ン の 発 明や織機の 改良
に よ り、良質で 安価 な製品 が大量 に 生 産 され、また 流通、交易の 発達 に よっ て も、衣服 の 素材 、
デザイ ン 、 装飾 、 縫製上に大きな変化が もた らされ た 。 レ ース や リボ ン に おい て も、こ れまで
は富や特権階級 の シ ン ボ ル であ っ た よ うに 、 精巧 な技術の 手工 レ ース は非常に 高価で あっ た た
め 、衿や カ フ ス 等、衣服 の 一部分 の み に使用 され、しか も取 りはず しが 出来 る よう大事に 取 り
扱 われ て い た が 、 機械 生産が 出来るよ うに な っ て か らは 、 手工 芸の 時代に は考 え られ ない くら
い 、生地 の 一部の ように ふ ん だ ん に取 り入れ られ て使用 され るよ うに なっ た 。
　今回取 り上 げた作品 は 、太田晶子、三 好厚子、「1870年代の 機械 レ r ス 」 『DRESSTUDY 』、
SPRING ，1987、京都 服飾文化研 究財団 （K ．　C．1）、16−−21ペ ージ に1870年代末の レ セ プシ ョ ン
ドレ ス の パ ターン が掲載 され、また K ，C．1の ご厚意 に より、実物 を見 聞、点検 させ て い ただ く
機会 を得 て複製 を試み た もの で ある。
2． 19世紀の 社 会
　 19世 紀 は、科学 と歴 史の 世紀 と呼ば れ る。18世紀後半か らイギ リス に起 っ た産業革命は 、は
じめ木綿産業部門か ら起 り、後に鉄 工業 、工 作機械、交通機関な どの 部 門へ と発 展 した機械 と
技術の 大変革 で あ り、衣料産業 にお い て は ミシ ン の 発明 とともに画期 的な躍進 をとげた 。 産業
革命の 結果、機械制大工 場の 出現 と、大量生産 、 資本主義社会が 確立 し、・新た に資本家と労働
者の対立 や社会問題が起 り、こ れ を背景 に社会主義思想や 労働問題 も起 っ て きた 。 1789年、自
由 ・平等 ・友愛の 理 念 をもっ て行われ た フ ラ ン ス 革命は 、衣生 活に お ける自由を実現 した 。 文
化や芸 術もや が て王侯貴族か ら一般市民の もの へ と移行 して い く。 フ ラ ン ス に お い て も産業革
命 が始 まり、新た に台頭 した産業 資本家が議会に 進出 し、王 と対立する ように なる 。 1830年の
七 月革命は、ブ ル ボ ン 王朝の 反動政権に 対す る 自由主義 に基づ き、1848年の 二 月革命 は 、七 月
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革命後成立 した銀行家、商業資本家などの 大ブ ル ジ ョ ア ジ
ー政権に対する、い ずれ も市民革命
で あ っ た 。 ブ ル ジ ョ アジーは 強 い 経済力で 長 い 間杜会 の 指導者的立 場に あ り、また 政治の 面 で
も強 い 影響力をもち権力を握 っ て い た。1852年国民投票で ナポ レ オ ン 3世 が皇帝とな っ て 、 第
二 帝政時代が始 ま り、彼の もとで産業革命は 完成する 。 織物工 業の 飛躍的 な発展、既製服生産
の 本格的発展、市場 の拡大、デパ ー トの 発展等、人 々 の 生活水準が 向上 し、小ブル ジ ョ ア市民
はもちろん の こ と、労働者階級 を含め たほ とん どすべ て の 階層の 人々 が 、古着で は な く新 しい
服 を着用する ようにな っ て 、 人 々 の 外見は 広 くブ ル ジ ョ ア風 に統
一され て い く。こ の 平均化 に
よっ て、貴族階級 は ます ます権威 を誇示す るために 上等な注文 服 （グラ ン ド・クチ ュ ール ）を
考案する 。 モ ー ド産業に とっ て は まさに 「贅沢は繁栄の 源 」 で あっ た 。 パ リの衣生活 をお お よ
そ支 え て い た の は 仕立 屋で ある 。 19世 紀の 彼等の 存在 は経済的 に も重要で あるばか りで な く、
多 くの 人々 が こ の 産業にか か わ り、 社会的に も大 きな比重 を占め、重要 な役割で 経済 を支 えて
い た 。 こ れ より少 し前の 19世紀 の パ リでは 、ブ ル ジ ョ ア ジ
ーは毎 シーズ ン 毎に ドレ ス をあつ ら
え 、 数回着用すれ ば、ある い は シーズ ン が終れば手離 し 、 修理屋 た ちの 手 を経て 古着屋 へ 移 る 。
一般庶 民の 収入 の ほ とん どは食生活 に使われ 、新 しい 衣料 を購入する余裕はなか っ たため 、こ
れ らの 古着は ご く当 り前 の ように利用 され 、こ の 後労働者階級へ と譲 られて い くの で ある。既
製服 生産は徐 々 に組織化 されて きて は い る もの の 、手工 業で もあ り、 そ こ に働 く女裁縫 師や 仕
立職 入の 給料 は、朝の 7 時か ら夜の 8時まで 食事時間を除 い て働 い て 、 2E ［間で 3着の 外套 を
仕上 げれば 1 日 2 フ ラ ン に は な っ た が 、当時の 生活 費が 1 目平均約 3 フ ラ ン 位 で あ っ た こ とを
考 える と赤字で あ る 。 仕 事着の 安 い ウール の ズ ボ ン す ら 5 フ ラン で あ っ た 。 こ の よ うに 当時の
社会 の 背面 には、下積の 生活者の 厳 しい 労働 と低賃金が あっ た。
3， 19世紀後半の 服装
　本稿 で取 り上げた作 品 は、1870年代後半の もの と思 われ 、そ の 時代 の 特徴が か な りは っ きり
打 ち出されて い る。 1870年〜1890年の い わ ゆ る世 紀末の フ ァ ッ シ ョ ン は、 Vv 一ル ・ニ ュ ール
時代 （バ ッ ス ル ）と もい われ る 。 それ まで の 大 きく巨大な まで に膨 らんだ ク リ ノ リ ン が 日常生
活 に か な りの 不便 をきた し 、 時代 の 流れ と ともに後部 の み に な っ て い き、バ ッ ス ル に変化 した
もの で ある 。 こ の バ ッ ス ル も大 きくな っ た り、やや小 さ くな っ た りの 変化 を持ちなが ら 、 後 半
に入 る となだ らか に後方に傾斜 して 、 トレ ー ン を形づ くる ように な っ た 。 こ の 時代は、機械化
に よ っ て量産 され る よ うにな っ た 、安価で 良質な布地や レ
ー
ス がふ ん だ ん に使用で きる よ うに
な り、一着の 服に 10数 メー トル もの 布を使 用する場合、身頃や袖など各 パ 一ーツ の 縫 い 合せ や装
飾 を縫 い 付 け る には、早 くて丈夫な ミシ ン韃は 非常 に大 きな効果 をもた らした 。 また技術 的に
は 、 単に布 と布 と の縫 い 合せ や 縫 い 付け の み な らず、布 に レ
ース をは め込ん だ 後に その 部分 を
くり抜 くなど、 か な り考 え られ た技法 も用 い られて い る 。
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　当時の ヨ ー ロ ッ パ は平和 と繁栄 の 時代で あ り、人 々 の 生活は安定 し、上流階級の 富は ますま
す増大 して社交生活 も華やか に繰 り広 げられ、パ ーテ ィ や レ セ プ シ ョ ン も盛 ん に開か れた 。 舞
踏会 は当時の 主要な娯楽の 一つ で あ っ た 。
　 1865年 〜1870年 にお い てプ リン セ ス ・ライン が登場し、容姿をす らりと見せ る こ とか らパ リ
で は非常 に流行 し愛用 されて い た 。
　1870年代の後半の特徴 として、まず第一にあげ られ るの は装飾性で 、レ ー ス 、 リボ ン 、花飾
りなど、幾種類 もの 装飾品 を多量に使用 して華や か に装 っ た 。 シル エ ッ トの特徴 は、 トレー ン
の あるオーバ ー ・ス カー トを ヒ ッ プ に た くし上げた トゥール ・ニ ュ ール で、これ は ヒ ッ プの 膨
らみ と胸部 の 膨 らみ の バ ラ ン ス を保ちなが ら後に ポ イン トを持 っ て い る。また横 ひ だ 付 きス カ
ー トや ギャ ザ ー、プ リーツ 、 フ リル 、 ラ ッ フ ル 等をあらゆ る と こ ろ に 使 い 、素材 を変えて布地
を複雑なテ クニ ッ クで ア レ ン ジ して デ コ ラティヴに装 っ た 。 また タイ トで ロ ーウ エ ス トの ライ
ン も優雅なシ ル エ ッ トで あ っ た。時代に よ りさま ざ まな フ ァ ッ シ ョ ン が繰 り広 げ られ るが 、 ど
の 時代の モ ー ドで も女性達 は、生 まれ つ きの 体 の 線や 大 きさ まで も変化 させ ようとする 。 19世
紀後半の 作品 に は、細い 腰 にや さ しい 撫で 眉の 美 しい 線が うか が える。
4． 手 エ レ ー ス か ら機械 レ ー ス へ
　 レ ース は服装史の 中で 一時代 を築 き、今 なお装飾的、高級、エ レ ガ ン ト、フ ォ ーマ ル な イメ
ージ の 素材 と して親 しまれ て い るが 、 レ ース の歴史 は案外浅 く、 16世紀の 中期 に イタ リア の ヴ
ェ ネチアで生 まれ、か な りの 勢 い で ヨ ーロ ッ パ 全土 に広 ま っ た。 17世紀 は レ ース の世紀 とい わ
れる程、イタ リア、ベ ル ギー、フ ラ ン ス 、ス ペ イ ン 、イギ リス 、 ドイツ 、ス イ ス 他、多くの 国々
で それ ぞれ特徴ある レ ース が生産 され、国王や 宮廷、貴族 などの 庇護の もとに大 き く発 展 した 。
　レース は大 きく分 けて、ニ ー ドル ポイ ン ト・レース とボ ビ ン ・レ ース が あ るが、い ずれ もヴ
ェ ネチア で 生 まれた とされ て い る 。 こ れは 必ずしも定説で はな い が 、い ずれ に しろ ヴ ェ ネチ ア
は レース の 産地 と して最 も栄 えた地で あ り、フ ラ ン ス に も大量に輸 出されて い た 。 当時イタ リ
ア の各地 を占領して い た ス ペ イ ン と、そ の 支配 下 に あっ たベ ル ギーに も技術が伝 えられ 、さ ら
に イギ リス や ドイ ツ など に も伝播 し、各地 で レ ース 工 業が起 っ た。 レ ース 用語 に フ ラン ス語 が
多 い の は、17世紀後半 に （ル イ14世時代〉に フ ラ ン ス の アラン ソ ン に レ ース の 技術者養成所 を
作 り、フ ラ ン ス フ ァ ッ シ ョ ン と共 に ヨ ー ロ ッ パ 各地 に レ ース を輸 出を したため で ある。
各 地 レ ース の 特徴
イタリア の レース
　ヴ ェ ネチア の レ ース は、 モ チーフ の つ な ぎの 糸に小 さなバ ラ の 花 ビ ラ模様が 付 い て い る の が
特徴で、 ロ ザ リナ ・レース とも呼 ばれ る精巧 を極め た優雅 な もの で ある 。 初期の 自然の モ チー
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山本 ・吉井 ・津田 二19世 紀 の レ セ プ シ ョ ン ドレ ス
フ を生か した ル ネ ッ サ ン ス ・レース か ら、次第に モ チーフ をつ な ぐメ ッ シ ュ の 部分 に も装飾性
をもた せ た 力強 い バ ロ ッ ク ・レ ース へ と変化 して い っ た。
フ ラ ン ス の レ ース
○ ア ラ ン ソ ン レ ース （ニ ー ドル ポイ ン ト・レ ース ）
　アラ ン ソ ン は フ ラン ス の 北西部の 都 市で 、 こ こ に ル イ 14世 の 臣下の 大臣 コ ル ベ
ール が レ ース
の 技術者養成所 を作 り、 レ ース の 生産 を奨励 した 。
　ナポ レ オ ン 3 世の 妻、ユ ージ ェ ニ ー皇后の 結婚衣裳に は、25，000フ ラ ン もする非常に 高価な
レ
ー
ス が使われ た と言われ て い る。
○ ヴァ ラ ン シ ェ ン ヌ ・レ ース （ボ ビ ン ・レ
ー
ス ）
　ヴ ァ ラ ン シ ェ ン ヌはフ ラ ン ス の 北西部の 古 い 都 市 。 ヴ ァ ラン シ ェ ン ヌ ・レ ース は、両端 また
は 片端が柄に よ っ て直線 ある い は それ に近 い 状態に仕上 っ た最初の もの で 、 模様 は花柄が特徴 。
非常に高価 で 8 皿 m 四方を編む の に 1週間近 くか か り、1着の ドレ ス に 12年 もか か っ た とい われ る。
o シ ャ ン ティ ・レ ース （ボ ビ ン ・レ ース ）
　シ ャ ン テ ィ は パ リ近郊の街 で 、シ ャ ン ティ ・レ ース は 第二 帝政時代に最 も一般 的に使用 され
た 。 特徴 は 菱形の メ ッ シ ュ に あ り、よ こ 糸 を互 い に交差 させ て、こ の 中に花籠や果物の模様を
編み 、太 い 糸で縁 ど りする。19世紀後半 に は フ リル として す そ飾 りに使われ た。
o ブ ロ ン ド ・レース
　ブ ロ ン ドの 名前 は、 こ の レ ース が 最初 に さ らされて い な い ク リーム 色の 絹で作 られた こ と に
由来す る。 模様 は とじ板や花模様 、 つ る草 、 水 玉模様が あ る 。 マ リー ・ア ：／ トワ ネ ッ トやユ
ー
ジ ェ ニ
ー皇后が こ の レ ース を好ん で使 っ た と言われて い る 。
イ ギ リス の レ ース
O ホ ニ トン ・レース （ボ ビ ン ・レ ース ）
　イギ リス で作 られ る レ ー ス の 中で最 も美 しい とされ 、模様 を作っ てお い てか ら中の 地模様 を
入 れ込 んで い く。 小枝模様が特徴 。
　イギ リス の ヴ ィ ク トリア女王が 着用 した 白サ テ ン の 結婚衣裳の ヴ ェ ール に使われ た。
○機械 レ ー ス
　産業革命以後 、 急速に 多くの 種類の レース の 高度な機械が発明改良された 。
　1768年 にイギ リス の ハ モ ン ドが オープ ン メ ッ シュ を編む機械 を最初に発明 し改良 して 、レー
ス に 似た メ ッ シ ュ を作る こ と に成功 した 。 以 来次 々 と1776年 に長方形 の メ ッ シ ュ 、1795年に ウ
ェ
ーヴ マ シーン 、1801年 に ジ ャ ガ ー ド編 み 機、1809年 に ヒース コ ー トの ボ ビ ン ネ ッ トマ シー ン




ス や ヴ ァ ラ ン シ ェ ン
ヌ ・レ ース の コ ピーが安価 に機械 生産 され るよ うに な っ た 。
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5．　 レ セ プシ ョ ン ・ ドレ ス の 製作
　製作に あた り、 可能な限 り実物 に近 い 状態の 複製 を試み たが、以下の 点に つ い てはや む を得
ず、または 意図的に実物 とは異 なる点が ある。
☆　パ ターン
　後上身頃 と後脇布の 肩線に ある………は 三好 氏の 製図 に筆者が補正 した線で ある 。 こ の パ
ター ン で は 、  後 身頃 と後脇 の プ リン セ ス ・ライ ン の 寸法が異な る こ と （後脇の 方が 短 い ）。
  後身頃の 肩線 と、後脇 との 肩線の つ なが りが よくない こ との 問題が あ っ た が 、 ● 寸法 を後
脇に補充する こ とに よ り、 上記 2 点が 解決で きる た め に 補正 した 。
☆　素　　材
  　オーガ ン ジ ー
　ボデ ィ の 本体 に使用 した リネン 糸を用 い たオーガ ン ジーは本来生成 の 白であ っ たが 、100余
年 を経た 実物は、うすい 茶色がか っ て い るの で、本作品 もその 時代性 を出すため に、0．15％
の 紅 茶液で浸染 を行 な っ た。
  　レース
　実物は機械製バ ラン シ エ ン ヌ ・レ ース を使用 して い るが、本作品は それ とよ く似 た 日本製
レ ース を使用 し、 土 台布 と同様に 0．15％の 紅茶液で 浸染 を行な っ て 色を合わ せ た 。
☆　縫　　製
  縫代 の 始末
　実物の プ リ ン セ ス ・ラ イ ン の 縫合わせ 、肩縫、脇縫、袖付等の 各縫 目線 とレース をは め込
ん で くり抜かれた部分 などはすべ て 裁切の 状態で あるが 、本作品は布の 密度がやや 粗 い ため 、
接 ぎ目などが ドレ ス の 重み で裂 けて こ な い よ う、また 今 後の 取 り扱 い や長期の 保存 など を考
えて、念の ため に布端 に は ロ ッ ク ミシ ン をか けて い る 。
  　ボ タン
　 くるん だ布の 状態 とつ め もの の 中味 を確認す る こ とは出来 ない ため 、 見た感 じと触 っ た感
じで再現 した 。
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●縦の 切 り替え線 で構成 した ドレ ス は、プ リ
ン セ ス ・ドレ ス の 特徴 を示 して い る　 ● ドレ
ス は背開 きで、 レ ース を表に使 っ た比翼仕立
て 　 ● トレ ーン の ラ ッ フ ル 飾 りは、レ ース や
プ リーツ を縁取 りした単純な矩形 の オーガ ン
ジーをさまざまに とめ合せ 、タ ッ クをとっ て
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“ ls7e年代の レ セ プシ ョ ン ドレ ス “
（1） デザイ ン
　　プ リン セ ス ・シ ル エ ッ トで、前 と脇に はオーバ ー ・ス カー ト、後に は トレ
ー ン を引 い て レ
　ース や リボ ン をふ ん だ ん に使 っ て い る華や か さが ポ イ ン トの ドレ ス 。
  　色 　 　彩
　　本来 は 生 成の 白 で あ っ た が、時代 を経 て薄 い 茶色が か っ て い る 。
（3） 素 　　材
　  　本体 に使用された リネ ン 糸の オーガ ン ジー　　92cm幅一 15m
　  　 レ ース
　　 1cm幅一10．Om 、 3cm 幅一一6 ．2m 、 4   幅　7，2m 、4．25cm幅一19．2m 、 6cm幅一 14m 、 8cm
　　幅一12m 　計 68．6m
　   　 リボ ン
　　 0．5cm幅一〇．4m 、 4   幅一8．5m 、 5   1幅一8．5m　計 17．4m
（4） 縫　 　製
〈1 ＞ 後身頃 （写 真 1）
　　 o 背明 き
　　　 レ ース を表に使 っ た比 翼仕 立 て。
　　　 3   幅 の レ ース の 両端 に、 1cm 間隔に タ ッ ク を取 っ た 1cm幅の レ ース を縫 い 付 け、そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の レース端が 打合せ 端にな るよ う身頃に縫 い 付 ける。
写真　 1
o ボ タ ン
　直径 1　em 、厚み 0．5cmの 布製 くる み ボ タ ン 。
　 2枚重ね に した 身頃 と同 じ布 に 、 直径 1cm 、 厚み O．5
c皿 の 綿をつ め て型 を整 え た 。 ボ タ ン の 表面に は 、レ
ゼ ー ・デージ ー ・ス テ ッ チ風の 刺繍 をする。
○ ボ タン ホ ール
大 きさ1．5cmの 片留め ボ タン ホ ール 。
　9 ヶ の ボ タ ン ホー ル を間隔 6c皿 で 横に あける。
O ス カ ー ト後 中心 の 縫 い 合わせ
縫 代 は 上前側 に 片返 し、上身頃 と同寸に ギ ャ ザ ーを
　 よせ る。
O 上身頃 とス カー トの 縫 い 合わせ
縫 代は上 身頃へ 倒 す。
O 後 身頃 と後脇の 縫 い 合わせ
　縫代 は脇側 へ 倒す 。
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〈2＞ 前オーバ ー ・ス カー ト （写真 2）
　 o 図の ↑の よ うに上 向きに タ ッ クを取 り、タ ッ クを安定 させ るた め に各段 2 ヵ所ずつ 止め
　　 付 ける。
　 O 共布 とレ ース で ラ ッ フ ル を作 る 。
　　 共 布で 、 3．5cm間隔に 深 さ 1cmの タ ッ クを縦 に 3本ずつ 取 っ た 4   幅の ラ ッ フ ル を作 り、
　　 ギ ャ ザー量 1．7倍 の 6cm幅 の レ ース を縫 い 付 け る。
　 03 ヵ所 に は め 込まれ て い る 4cmr隔の レ
ー
ス に 、上 2 ヵ 所に は レ ース の 下端に 、 裾の 1 ヵ
　　 所に は台布の 位置 に 上 の ラ ッ フ ル を縫 い 付ける 。
〈3 ＞ 脇オ ーバ ー ・ス カー ト （写真 3 ）
　   　 3cm幅 の レ ース に 1．7倍の ギ ャ ザー量 を取 っ た 6cm幅の レ ース を縫 い 付 ける。
　   　 3　cm 幅の レ ース に、3．5cm間隔に深 さ 1c皿 の タ ッ クを縦 に 3本ずつ と っ た 4cm幅の 共 布
　　 ラ ッ フ ル を縫 い 付 け、さらに 1，7倍 の ギ ャ ザ ー量を とっ た 6　em 幅 の レ ー ス を縫 い 付 ける。
　 o 台布 に上 2段 に は  の 3cm幅の レ ース をはめこ み、裾は   を 3cm幅 レ ース の 上端だ けを
　　 縫 い 付 ける。
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＜4＞ 前身頃 （写真 4）
　 O 上身頃 
　   4   幅 の レース を縦 に 7本接 ぎ合 わせ
　 　 る。
　     の 両側 と下辺 に、1．7倍 の ギャ ザ ー量
　　 を とっ た 2cm幅 の レ ース を 、 両側 は中心
　　 側 に、下 辺 は上 向きに止め付 ける。
　 ○ 上身頃 
　　 4cm幅の レ ース と、1．7倍の ギ ャ ザーを上
　　 下 に よせ た 4cm幅 の シ ャ ー リン グされ た
　　 共布 を交互 に、 レ ース は 6段、シ ャ ー リ
　　 ン グされ た布 5段 を縫 い 合わせ る 。
　 O   と◎ の 縫 い 合 わ せ
　　   の 上 に◎ をの せ て 縫 い 付 ける 。
　 O 上 身頃 とス カー トの 縫 い 合わせ
　　 上 身頃 とス カー トで 前 オーバ ー ・ス カー
　　 トをは さ ん で 3 枚一緒に 縫 い 合 わせ 、縫
　　 代は 上 へ 倒す 。
　 O 前 脇の ダーツ を縫 い 、 縫代 は切 り落す．
　 ○ 前身頃 と前脇 の縫 い 合 わ せ
　　 縫代は 前 中心 側 へ 倒す 。
〈5＞ 前 オーバ ー ・ス カー トと脇 オーバ ー ・ス カー トの 縫 い 合わせ
写 真 　 4
　 ○ 前オーバ ー ・ス カー トの 上 に、脇オーバ ー ・ス カー トをの せ て 、図の D の 位置 まで縫 い
　　 付 ける。
〈6 ＞ 前脇と後脇の 縫 い 合わせ
　 Q 縫代は前身頃側 に倒す。
〈7 ＞ 肩合 わせ
　 o 前 後の 肩線を縫 い 、縫 代は前へ 倒す。
＜8 ＞ 裾始宋
　 o 上 D幅 1cm に 折 り上 げ、三 ッ 折縫v 
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〈9＞ レース の は め込み
　   後脇布 の 肩か ら ヒ ッ プ にか けて は、 3cm 幅の レ ース と 1cm間隔に タ ッ クをと っ た 1cm
　　 幅 の レ ース を後 中心側に付 けて 一・一緒に縫 い 付 ける 。 布 の 部分 は くり抜 く。
　   後脇布の 肩か ら ヒ ッ プに向け て と、前脇布の 肩か ら後脇に 向けて の レ ース は続けて 、
　　 3cm幅 の レ ー ス に 中心側 に 1．7倍 の ギ ャ ザーをとっ た4．25cm幅の レ ース を一緒に縫 い 付け
　　 る 。 布 の 部分 は くり抜 く。
　   前身頃の 肩か ら前脇、後脇に か けて はめ込む 3cm幅の レ 亠 ス に、前脇、後脇の 図 E の
　　 部分 は 、脇オ ーバ ー ・ス カ ー トをは め 込ん で縫 い 付 ける 。 布 の部分 は く り抜 く。
　   後脇の 図 H に は 、脇オーバ ー ・ス カー トを上 か ら縫 い 付 け る。
　   図 F の 1．8倍 の 4   幅 の 共布 に、4．25cm幅の レ ース を縫 い 付けた もの を4 ．5cm間隔位 に
　　 タ ッ ク をと りなが ら、図 F の位 置に縫 い 付 け る 。
　   図 G の 1．8倍の 6c皿 幅の 共布 に 、4．25cm幅の レ ース を縫 い 付 け た も の を 5cm間隔位 に タ
　　 ッ クを と りな が ら、図 G の 位置 に 縫 い 付 ける。
〈10＞ 衿作 り
　   　上 1）1隔 1cm に 二 つ 折 りをした共布の 台布に 、1．5倍 の ギ ャ ザー量の 4c皿 幅の レース を（わ）
　　 の 方 に縫 い 付 ける。
　   　1．7倍の ギ ャ ザー量 をと っ た 4　cm 幅 の レ ース を縦 に 2 本接 ぎ合わ せ て （8cm）、幅 の 中
　　 央 （接 ぎ位置 〉で衿 ぐり寸 法に ギ ャ ザーをよせ る。
〈11＞ 衿付 け （写真 5＞
　     の 台衿で 身頃の 衿 ぐりをは さみ 付 けに す る。
　     の 付
．
い た衿 ぐりに、  の レ ース幅の 中央 の 位置 を合わせ て縫 い 付 け、縫 い 目の 上か
　　 ら0．5cm幅 の リボ ン をま つ り付 ける 。
写真　 5
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写真　 6
　 　 　 　 　 　 　 　 写真　7
〈12＞ 袖作 り （写真 6）
　 ○ 外袖部分 は 3cm幅の レース を縦に 9本接 ぎ
　 合わせ る 。
　 O 内袖の 上 に外袖 をの せ て縫 い 付け る 。
　 ○ 袖下部分 を縫 い 合わせ る 。
　 ○ 袖 口 の レ ース （写真 7）
　　　　　　　　   3cm幅の レ ース を台布
写 真　 8
　　 に して、 2倍の ギ ャ ザ ー
　　 量 をと っ た 6　cm 幅の レ ー
　　 ス を縫iい 付け る 。
　 ◎　共布 を台布に して、1．1
　　 倍の ギャ ザー量 をと っ た
　　 8cm幅 の レース を縫 い 付
　　 ける 。
　 ◎ 袖布 に まず＠ を縫 い 付
　　 け、その 上か ら   をさ ら
　　 に縫 い 付 ける 。
＜13＞ 袖付 け （写真 8 ）
　 ○ 身頃 と袖で O．Icmのサテン
　 コ ー ドをは さみ 、 3枚一緒
　 に縫 い 合わせ 、縫代 は 1cm
　 弱、身頃側 に倒す。
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　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 写真 9
＜14＞ ラ ッ フ ル 作 り （写真 9）
　   1．7倍の ギャ ザー量を両 端に寄せ た 5   幅 の シ ャーリン グされた共布の ラッフ ル を520cm。
　   深 さ 1   の タ ッ クを3．5cm間隔に縦 に 3 本ずつ と っ た 4cm幅の 共布ラ ッ フ ル を581  。
　   3   幅の レース 、シ ャ ー リン グの ラ ッ フ ル 、 3cm幅の レ ース 、タ ッ クの ラ ッ フ ル 、　L　7
　　 倍 の ギ ャ ザーをよせ た 8cm幅 の レ ース の 順 に縫 い 合 わせ る 。
〈15＞ トレ ー ン （写真 10）
　 ○ トレ ー ン 布に先の   の ラ ッ フ ル を周囲に縫 い 付 ける 。
　 ○ トレ ー ン の 図、P − P 、　 J − J、K − K 、
　　 1 − 1間を縫 い 、ギ ャ ザーをよせ て つ ま
　 　 む。
　 O 後 ス カ ー ト、脇オ ーバ ー ・ス カー トの 図
　　 1 、 L 、　 M 、　 N 、 0 の 位置 と トレ ー ン の
　　対応す る位置 とを止 め付 ける 。
〈16＞ リボ ン 付け
　 ○ 左前衿 ぐり
　 o 袖口
　 o 後上身頃に 3 ヶ
　 ○ トレーン に 4 ケ
　 O 前 オーバ ー ・ス カー トに 5 ヶ
〈17＞ ヘ ッ ド ・ドレ ス …筆者 の オ リジナ ル 作品
　 ○ レース　 3cm幅 一 6．4m
　 O リボ ン 　 2．5  幅 一 5m
写 真　10
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ペ チ コ ー ト
　ペ チ コ ー トにつ い て は 、 パ ターン の 製図は
な く、三好、「機械製バ ラ ン シ ェ ン ヌ ・レ ース




SPRING 、1987、19ペ ージ の 文 中に 、「 ドレ ス
は別仕立 て の オ リジナル ・ペ チ コ ー トが つ い
て い る 。 平織 の 麻を土 台に共布の ラ ッ フ ル 13
段 、下 4段に は ボ ビ ン ・レ ース を トリ ミ ン グ 。 」
とある の を参考 に 、 ドレ ス と同 じパ ター ン の
製図をして、後 ス カー トの み に ラ ッ フ ル の 位
置 を図の ように割 り付 け、 （イ）1．8倍ギ ャ ザー量
の 10  幅の 共布ラ ッ フ ル を13段付 け、（ロ ）下 4
段 に 8cm幅の 2倍 ギ ャ ザー量の レース を トリ
ミン グを した 。














（ラ ッ フル にレ スー を トリ ミング）
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6． 結 論
　服装は社会 の 動 きとは切 り離すこ との 出来な い 密接な関係に あ り、服装の 歴史始 ま っ て 以来、
常に 社会の 変化 と共に さまざまな移 り変 りを見せ て きた 。 産業史上 最 も注 目すべ きヨ
ー
ロ ッ パ
の 産業革命が織物産業か ら始 まり、深 くかか わ っ て きた とい うこ とか らも こ の こ とが 認識 され
る 。
　“美 しくあるためには耐 え忍 ばねばならぬ 。 とい うフ ラ ン ス の こ とわ ざが あるが 、 流行の 衣裳
を着 るためには、女性 は 多少 の 苦痛 をもい とわ ず、 柔か な肉体 を変形する こ と も出来た 。
　こ れ らの こ とも含め て考える と、現 存す る衣裳 を細か く採寸、チ ェ ッ クす る こ とに よ
齟
り 、 衣
裳そ の もの の 分析 だ けで な く、当時の 衣裳へ の 取 りくみ 方、生活態度 まで もが 推測 出来る の で
あ る。 第二 帝政時代の 衣裳が現在 まで奇麗な状 態で残 っ て い るの は非常に少 な く貴重で ある 。
．
それが 華や かで 高価 なもの だ けに、特別の もの として 残 された の で あろ うか ら、
一般庶民の も
の とは少 し異な っ て い る が 、複製した 衣裳の 周辺 か ら以下 の こ とが確認 され た。
  ドレ ス の 出来上 り寸法か ら こ れ を着用 した人 の 体格 を推測す る と、ゆ と り量 を何セ ン チ と
　考 えたか は不明で あるが 、身長は 170cm位 で か な り大柄 な人の よ うに思わ れ る。
　出来上 りの 身丈 150cm、バ ス ト寸法90  、ウ エ ス ト寸法 78（rm、ヒ ッ プ寸 法 105  と か な り太 目
　で ある 。 ウ エ ス ト寸 法は締め付 けをゆ るめ る と 、 短期間で 普通 に戻 る傾 向が あ り 、 ク リ ノ リ
　 ン か ら解放され た時期で もあ り、こ の 寸法 も充分考 えられる。
  肩線はか な りなだ らか で 、フ ァ ッ シ ョ ン プ レ ー ト等に描か れて い る ような締 っ た ウエ ス ト
　 に丸味 をおび た ヒ ッ プ 、 エ レ ガ ン トな撫 で肩の 女性が 想像 出来た 。 バ ス トもか な り豊か で あ
　 る 。
  デザ イ ン は 少 し過剰 な位 の レース や ラ ッ フ ル が使 われ て 、 こ の 時代 の 特徴が よ く出た デザ
　 イ ン で ある 。 こ の 装飾 を少 なめ に して トレ ー ン を除けば、プ リン セ ス ラ イン は現代で もよ く
　好 まれてお り、現在 の パ ター ン とはあま り変 りはな い 。 レ ース や フ リル の 付け位置 などは立
　体裁断で確認 したで あろ うが 、身頃や ス カー ト部分 は パ ター ン が使われ て い た で あろ う。
  　画期的 な ミ シ ン の 発 明 、 改良 、 普及 に よ り、 高度な ミシ ン に よるテ ク；＝ ッ クが見 られ た 。
　 こ れだ けの 多量 の レ ース や フ リル 、ギ ャ ザーなどを縫 い 付 けた り、接 ぎ合わせ た り、 くり抜
　 きの 技法などは ミシ ン な くして は考 えられ な い 。
  飾 りの レース の 付け方が何種類に もお よび複雑で ある 。 はめこ み 、縫 い 付 け、
一方の 端 だ
　 け縫 い 付けて後 は 浮かす とか 、縫 目線に はめ込 み等の 複雑 なデザ イ ン は、手慣れ たデザイナ
　 ーが 手掛けた もの で あ ろ う。
　 以上 の こ とが考察 された が 、こ れ ら の 美 しい 華や か な衣裳 を着て 、 会場を優雅 に踊 りまわ る
ブ ル ジ ョ ア ジ
ー
の 女性の ため に、安 い 賃金で貧 しい 暮 らしを強い られ なが ら、生涯手 を通すご
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と もな い 美しく豪華な衣裳 を仕上 げて い く裁縫女工 が大勢 い た こ とも見逃せ な い 。 昔か ら繊維
織物産業に は洋の 東西 を問わず、女工 哀史が語 られ て い た こ とは興味深 い こ とで ある。
　貴重 な所蔵品の 見学の 機会 を与え て い た だ い た 京都服飾文化研究財団の 大友淳男氏、作品 製
作に当 っ て助 言をい ただ い た レ ス トアラー ・三 好厚子氏に深 く御礼 申 し上げ ます 。
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